
○Ｃ河合塾 2026年 

国
語  

大
阪
大
学 

法
・
外
国
語
・
経
済
・
人
間
科
学
部
（
前
期
）
１
／
２ 

 
Ⅰ 

問
一 
ア 
演
繹 

 

イ 

帰
納 

 

問
二 

獲
得
さ
れ
た
仮
説
や
知
識
が
常
に
修
正
さ
れ
る
と
い
う
作
業
の
蓄
積
に
よ
っ
て
科

学
は
発
展
す
る
か
ら
。
（
四
〇
字
） 

 

問
三 

既
知
の
前
提
の
も
た
ら
す
必
然
的
帰
結
に
限
定
さ
れ
ず
、
非
論
理
的
な
思
考
も
含

め
人
間
の
創
造
性
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
知
を
拡
張
す
る
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン

は
、
旧
来
の
通
念
や
常
識
、
観
察
可
能
な
事
象
の
み
に
囚
わ
れ
ず
、
未
知
の
事
柄

や
観
念
、
既
知
の
事
柄
に
お
け
る
新
た
な
関
係
性
を
「
な
ぜ
」
と
問
い
か
け
る
探

究
者
の
主
体
的
営
為
に
よ
っ
て
発
見
す
る
こ
と
で
、
科
学
的
探
究
の
発
展
に
寄
与

し
う
る
か
ら
。
（
一
六
〇
字
） 

 

問
四 

理
論
〔
法
則
〕 

 

問
五 

言
葉
や
数
式
を
用
い
て
実
験
や
観
察
に
よ
り
仮
説
の
検
証
を
可
能
に
す
る
演
繹

や
、
仮
説
を
観
察
可
能
な
経
験
的
事
実
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
帰
納
は
、
論
理
的

必
然
性
に
根
差
し
た
思
考
法
だ
が
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
、
事
象
全
体
を
有
機
的

に
捉
え
よ
う
と
す
る
探
究
者
の
意
識
的
な
観
察
や
熟
慮
に
よ
り
、
事
象
に
つ
い
て

新
た
な
発
見
を
も
た
ら
し
て
知
を
更
新
す
る
非
論
理
性
を
も
孕
ん
だ
創
造
的
な
思

考
法
だ
か
ら
。
（
一
六
〇
字
） 

    

  

Ⅱ 

問
一 

（
ａ
）
荒
涼  

（
ｂ
）
侵
（
浸
）
食
（
蝕
） 

（
ｃ
）
痕
跡  

（
ｄ
）
代
謝  

 
 

（
ｅ
）
覇
権 

 

問
二 

自
然
は
人
為
が
介
在
し
な
い
純
粋
な
実
体
で
あ
る
。
（
二
〇
字
） 

 

問
三 

人
間
が
存
在
し
な
い
自
然
の
場
所
を
撮
影
し
た
写
真
が
、
手
付
か
ず
の
自
然
で
あ

る
か
の
よ
う
に
人
間
の
作
為
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
と
同
様

に
、
場
所
と
し
て
の
自
然
は
、
人
間
と
二
項
対
立
的
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な

く
、
自
然
環
境
の
保
護
や
回
復
、
あ
る
い
は
管
理
や
利
用
、
破
壊
と
い
っ
た
人
間

の
行
為
を
通
し
て
秩
序
づ
け
ら
れ
、
記
号
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
人
間
の
文
化
的

な
営
み
と
相
即
的
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
（
一
七
七
字
） 

 

問
四  

「
第
二
の
自
然
」
と
「
第
三
の
自
然
」
は
、
前
者
が
、
自
然
は
人
間
と
別
の
領
域

に
存
在
す
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
原
生
的
な
自
然
を
対
象
化
し
、
人
間
の
労
働

を
介
し
て
資
源
や
商
品
と
し
て
転
化
さ
れ
た
自
然
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者

が
、
人
間
以
外
の
動
植
物
の
遺
伝
子
コ
ー
ド
そ
の
も
の
を
操
作
し
、
種
の
生
命
そ

れ
自
体
に
内
側
か
ら
介
入
す
る
こ
と
で
作
り
出
さ
れ
た
人
工
的
な
自
然
で
あ
る
と

い
う
点
で
相
違
す
る
が
、
両
者
は
、
人
間
の
文
化
的
な
営
み
の
外
に
あ
る
も
の
で

は
な
く
、
資
本
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
収
益
を
追
求
す
る
た
め
に
人
間
が

改
変
し
構
成
し
た
自
然
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。 

（
二
三
八
字
） 

    



○Ｃ河合塾 2026年 

国
語   

大
阪
大
学 

法
・
外
国
語
・
経
済
・
人
間
科
学
部
（
前
期
）
２
／
２ 

 
Ⅲ 

問
一 
（
ａ
） 

今
荻
生
茂
卿
の
著
し
た
『
南
留
別
志
』
に
書
か
れ
た
内
容
を
論
じ
る
よ

う
な
の
も
、
あ
ま
り
に
確
か
な
根
拠
が
乏
し
く
取
る
に
足
り
な
く
て
。 

 
 
 

（
ｂ
） 
申
し
あ
げ
た
い
こ
と
が
と
て
も
多
い
け
れ
ど
。 

 
 
 

（
ｃ
） 

御
薬
湯
な
ど
も
召
し
あ
が
る
こ
と
な
く
。 

 

問
二 

江
戸
の
ま
み
穴
と
い
う
地
名
は
古
金
を
掘
っ
た
穴
を
指
す
ま
ぶ
に
由
来
す
る
が
、

江
戸
の
砂
は
黒
く
細
か
な
性
質
で
金
を
産
出
す
る
条
件
に
あ
わ
ず
、
享
保
年
間
に

江
戸
で
ま
み
穴
か
ら
金
砂
が
出
た
と
い
う
の
は
根
拠
の
な
い
偽
り
だ
か
ら
。 

 

問
三 

朝
廷
に
仕
え
る
役
人
た
ち
は
、
ま
ず
朝
に
公
事
を
務
め
る
の
で
、
朝
臣
や
朝
廷
に

「
朝
」
の
意
味
を
表
す
漢
字
を
あ
て
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
朝
臣
（
あ
そ
ん
）
」

は
「
朝
夕
」
と
言
う
と
き
の
「
あ
さ
」
の
訓
を
借
り
た
わ
け
で
な
い
と
い
う
説
。 

 

問
四 

（
ア
） 

当
時
医
薬
を
盛
ん
に
用
い
た
記
録
も
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
に
も
薬
湯

を
服
用
す
る
場
面
が
多
く
あ
る
と
い
う
点
。 

 
 
 

（
イ
） 

鬼
を
尊
ん
で
治
療
に
祈
禱
を
用
い
る
の
は
た
だ
の
風
俗
で
な
く
、
わ
が

国
で
も
中
国
で
も
伝
統
的
な
医
療
だ
と
い
う
点
。 

   


